
Press Release 
 

 

即時リリース 

2012 年 5 月 7日 

エーオンヒューイットジャパン株式会社 

 

エーオンヒューイットジャパン、 
中小企業向けのバンドル型退職金管理サービスを開始 

標準化した各種サービスをワンパッケージ・低コストで提供 

 

組織人事コンサルティング分野におけるグローバルリーディングカンパニーのエーオンヒューイットジャパン株

式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：堀江徹、以下、エーオンヒューイットジャパン）は、SME (Small & 

Medium Enterprises = 中小企業) 向けに特化したバンドル型退職金管理サービス『リタイアメント・イン・ワン

（RIO）』（以下、リタイアメント・イン・ワン）を開発、2012 年 4 月下旬から本格的にサービス提供を開始す

る。 

 

エーオンヒューイットジャパンでは、これまでに国内外合わせて 500 社以上の大手企業を対象に各種の退職金管

理サービスをカスタマイズで提供してきた。これらの豊富なサービス提供の経験を通じて蓄積した経験やノウハ

ウを基盤に、複数のサービスをバンドルしてスタンダード化し、低価格のレディメイドパッケージとして中小企

業を対象にサービス展開する。価格体系は提供するサービスの範囲と対象企業の従業員数に応じて異なるが、標

準的な価格として 200 名規模の会社の場合、年間 400 万円程度を目安としている。初年度として 2012 年に 20～

30 社への導入を目指す。 

 

本サービスの提供により、これまで費用対効果の点から同種のサービス導入に踏み切れなかった中小企業にとっ

ては、大企業が導入している退職金管理のノウハウを低価格で活用できるようになる。また、共通管理された従

業員等のデータを基に個別サービスを実施することから、これまで実施が後回しにされてきたようなプロセスに

ついても同時に効率よく実施することが可能になる。データ整合性や透明性も確保できるため、ガバナンスの観

点からも有用なサービスになる。 

 

エーオンヒューイットジャパン株式会社シニアコンサルタントの馬場一士は次のように述べている「退職金債務

の制御不能を一因とした破綻事例、あるいは「AIJ 投資顧問」の年金消失問題をみてもわかるように、退職金制

度の実状に対する認識不足やガバナンスの欠如は、企業経営にとって致命的なダメージを与えかねない課題とな

っています。このような事態を防ぐためには、専門的な視点から退職金制度の現状を正しく理解するとともに、

定期的なモニタリングやリスク管理を行うことが不可欠だといえるでしょう。しかしながら、中小企業では社内

に退職金専門の担当者を置くことは難しく、このような課題に十分対応できていないのが現状です。リタイアメ

ント・イン・ワンはそういった企業にとって、人員・コスト負担を最小限に抑えつつ、適切な退職金マネジメン

トを実現するためのスキームです。」 
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【バンドル型退職金管理サービス『リタイアメント・イン・ワン』 の概要】 

● 退職金管理サービス（コアサービス） 

● 現状分析 

● ガバナンス・コンプライアンス 

● リスク・財務 

● コンサルティングサービス 

● 年金財政・資産運用 

● 従業員向けサービス 

*なお、全サービスの一括提供だけではなく、個別サービスの提供も行います。 

 

＝ 本調査に関する一般お問合せ先 ＝ 

エーオンヒューイットジャパン株式会社  

リタイアメントチーム 

シニアコンサルタント 馬場 一士（ばばはじめ） 

TEL: 03-4589-4322 

E-Mail: hajime.baba@aonhewitt.com 

 

= エーオンヒューイットジャパンについて = 

組織人事コンサルティングの分野におけるグローバルリーディングカンパニーのエーオンヒューイットは、クラ

イアント企業のパートナーとして、福利厚生や人材管理に関連して組織が直面する、複雑な財務上の課題解決と

業績向上をお手伝いします。エーオンヒューイットが提供するサービスは、人事管理、退職金・年金、投資管理、

保険・福利厚生、報酬等、人材管理に関わる幅広い領域をカバーしており、クライアント企業に最適な提案、設

計、導入、運用等を行います。 

エーオンヒューイットの組織は世界90カ国/地域に展開し、29,000名のプロフェッショナルを抱えています。エー

オンヒューイットのサービスはクライアント企業とその従業員に対してより働きやすい職場と環境の提供を実現

するものです。 

エーオンヒューイットジャパンは、旧エーオンコンサルティングジャパンと旧ヒューイット・アソシエイツの事

業統合により2010年10月に日本で営業を開始しました。2011年6月13日には、エーオンのグループ企業であるマク

ラガンパートナーズアジアインク（金融機関に特化した人事コンサルティング会社）と同じオフィス（東京都港

区赤坂）に本社を移転しました。このオフィス統合によって、より幅広く、質の高いサービスをお客さまに提供

できる環境が完成しました。 

 

＝ エーオンヒューイットジャパンに関する詳細 ＝ 

Webサイト   http://www.aonhewitt.co.jp/ 

公式 Twitter アカウント @AonHewittJP 

公式 Facebook ページ http://www.facebook.com/AonHewittJP 

公式 Google+ページ  https://plus.google.com/u/0/b/101107926175965945217/ 

 

＝ 報道関係者お問い合わせ先 ＝ 

エーオンヒューイットジャパン株式会社 広報部 臼井 

TEL: 03-4589-4300 FAX: 03-4589-4490 E-mail: info.jp@aonhewitt.com 
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